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副
議
長
小
林
一
史

平
成
別
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
５
日
か
ら
旧
日
ま
で
の
旧
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
平
成
閉
年

度
決
算
認
定
を
は
じ
め
、
平
成
副
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
旧
議
案
、
同
意
１
件
、
報
告
２
件
、
発
委
１
件
が
提
案
さ

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
期
中
、
議
長
。
副
議
長
が
辞
職
し
た
た
め
選
挙
が
お
こ
な
わ
れ
、
議

長
に
内
田
利
明
氏
、
副
議
長
に
小
林
一
史
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

長
に
内
田
利
明
氏
、
副
議
長
に
小
林
一
史
氏
が

な
お
全
般
質
問
は
、
５
人
の
議
員
が
町
政
全
般
に
つ
い
て
町
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

こ
の
度
９
月
定
例
会
に
お
い
て
、

松
野
議
長
の
辞
任
に
伴
い
議
長
指

名
推
薦
に
よ
り
、
第
六
代
の
議
長

に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

前
議
長
に
は
、
二
年
間
ご
尽
力

く
だ
さ
い
ま
し
た
こ
と
に
深
く
敬

意
を
表
し
ま
す
。

た
だ
い
ま
の
心
境
は
、
身
に
余

る
光
栄
と
感
謝
致
す
と
共
に
、
そ

の
責
任
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。
未
熟
者
で
す
が

精
一
杯
努
力
し
、
そ
の
職
責
を
果

た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
川
三
郷
町
も
合
併
し
八
年
目

に
な
り
ま
す
。
「
暮
ら
し
や
す
さ

可

議
長
丙
岬
田

Ｆへ

日
本
一
を
目
指
し
て
」
を
基
本
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
策
定
し
た
十
年
計
画

の
「
第
一
次
総
合
計
画
」
も
そ
の

終
盤
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
厳
し

い
財
政
状
況
の
も
と
、
そ
の
検
証

と
評
価
の
見
極
め
が
非
常
に
大
き

な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

行
政
と
一
体
と
な
り
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
議
会
運
営
に
関
し
ま
し
て
、

議
会
の
あ
り
方
、
議
員
の
行
動
指

針
等
を
規
定
し
た
議
会
基
本
条
例

の
制
定
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
町

民
の
た
め
の
議
会
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
議
長
就
任
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

利
明

平成24年１１月１日発行第29号

副
議
長
職
を
拝
命
し
光
栄
に
存

じ
ま
す
。

我
国
が
置
か
れ
て
い
る
難
し
い

状
況
と
同
様
に
、
本
町
に
も
数
々

の
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
議
会
の
責
務
も
極
め
て

重
大
な
も
の
が
あ
る
と
認
識
し
て

お
る
と
こ
ろ
で
す
。
議
会
や
議
員

の
果
た
す
べ
き
役
割
・
活
動
原
則

等
を
定
め
る
「
議
会
基
本
条
例
』

の
制
定
に
向
け
て
の
検
討
を
含
む

議
会
改
革
も
進
展
し
て
お
り
ま
す
。

住
民
の
望
む
議
会
の
有
り
様
を

考
慮
し
な
が
ら
、
目
指
す
議
会
を

（

■
。
■

②

●

Ｐ

Ｆ

諦

麹
Ｖ
■

お
示
し
す
る
予
定
で
す
。

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
議
長
を

補
佐
し
、
円
滑
な
議
会
運
営
を
心

が
け
る
所
存
で
す
。
町
民
の
皆
様

の
負
託
に
応
え
、
よ
り
信
頼
さ
れ

る
議
会
と
な
る
べ
く
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。
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隙

⑬い巷かわみさと議会だよｂ

L－塁

志村

内藤

貝

人
夫
樹

土木環境
常任委員会

生
会亘

貝

総務教
常 任 委 員

育
会

厚

常任蚕

神貞 雄

崎充 朗

屋恵三郎

田利明

野清 貴

山詔樹

宮
市
志
村
内
望

崎
川
村
松
藤
月

博
朝
公
武

有
笠
泉希

井雄一

藤浩

林一史

上達雄

瀬正

委員長

副委員長

委員

巳
嗣
人
人
優
夫

委員長

副委員長

委員

長
長
員

員
頚

委
副
委

川
土
内
松
秋

遠
小
井

Ｆ可

松
月
山

武
隆
動
叩

議会広報編集
特別委員会

議 会 運 営 委 員会消防委員

（議会選出）

笠井雄 一

士屋恵三郎

遠藤浩

委員長松野清貴

副委員長一瀬正

委員宮崎・博巳

有泉希

三神貞雄

村松武人

秋山詔樹

笠
土
市
川
宮
有

井雄一

屋恵三郎

川朝嗣

崎充朗

崎博巳

泉希

長
長
員

員
頚

委
副
委

Ｆ可

井上達雄

峡南広域
行政組合

山梨県後期高齢
者医療広域連合

中巨摩地区

広域事務組合
三郡衛生組合峡南衛生組合

宮崎博巳

有泉希

三神貞雄

一瀬正

公人遠藤浩

優松野 清賢

村
望
秋
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稀平成23年度決算報告
’

算

一般会計の歳出決算は､８７億7,264万円､特別

会計の16会計を合わせると､５６億5,150万円で、

一般会計･特別会計の合計は､１４４億2,414万円

となりました。

前年度と比べると､約1％の増となりました。

また､歳入決算は155億3,591万円で､約11億1,

177万円歳出決算を上回りました。さらに､町民

負担の公平性の面からも収入未済額が課題でし

たが､前年度より約2,000万円ほど改善されました。

歳入総額

歳出総額

差引額

155億3,591万円

144億2,414万円

１１億1,177万円

15.4％１４．３％１０．６％１０．３％１６．８％１４．１％

性
質
別
内
訳
（
普
通
会
計
）

歳出

８７億ﾌ,265万円

歳入

９７億260万円

f~

2.4％

その他

2億8,403万円
２．９％

1.4

その他町 債

そ
の
他

〆画

平成24年11月１日発行第29号

積
立
余

物
件
費

人
件
費

１４．７％

公
債
費

％

⑭

繰
出
金

事
業
費

普
通
建
設

扶
助
善

補
助
費



<上水道事業会計＞

なお一層の経営改善を

収益は､1億5,045万円､費用は1億4,56

7万円で収益的収支は､478万円の純利益

となりました。

⑤いちかわみさと議会だより

（中沢尚･内藤優監査委員）

①総体的な財務諸指導によると､経常

収支比率がやや上昇したが､実質公債費

比率11.3％､将来負担比率96.1％など、

依然として不安定な経済情勢が続いてお

り､予断を許さない状況である｡なお一層

健全財政に向けた取り組みを求めたい。

②歳入面では収入未済額の問題が､課

題である。一般会計収入未済額は､町税

など合わせて､１億5,680万円あまりとな

っている｡前年度と比べると約2,000万円

ほど改善された。

また､滞納を含めた収納率では､－部

の税目を除いて前年を上回った｡さらに、

納入困難者への配慮をしながら､公平性

の確保に努めること。

監査委員意見害より(抜粋） 会計別決算状況

ｒ可
畢■

③歳出面では､決められた予算が､適正

に執行されているかどうかを視点の一つ

としてとらえ､今までも不用額について

指摘してきた｡近年､職員の努力がかなり

改善されたが､目につく費目として､共済費・

需用費･役務費･委託料･工事請負費･負

担金･扶助費などで､共済費については、

もう少し精査に努めること。

●町民1人あたりに使われたお金は

５０万１，０９３円

●町民1人あたりの負担額は

１０万４，３２８円

町の健全化指標
Ｆ可

<病院事業会計＞

○病院分

収支で黒字に１

収益は､１６億1,758万円､費用１６億1,6

41万円で､差引１１７万円の純利益となり

ました。

○介護老人保護施設分

入所利用率93％に評価１１

収益3億5,787万円､費用3億6,254万Ｆヨ

となり467万円の純損失でした。

*実質赤字比率、連結実質赤字比率は、赤字額がない為「－」で
表示しています。

*町の人口:１７‘507人(平成24年９月現在）

会計名

一般会計(Ａ）

特
別
会
計

合計(Ａ+Ｂ）

国民健康保険

国民健康保険診療施設

介 護 保 険

介護サービス事業

訪問看護ステーション

簡易水道

公共下水道事業

農業集落排水事業

戸別浄化槽整備推進事業

温泉事業

恩賜県有財産保護管理事業

市川財産区

高田財産区

大同財産区

歌舞伎文化公園管理

後期高齢者医療

小 計(B）

歳入

97億260万円

21億8,884万円

7,536万円

18億4,269万円

1,280万円

2,946万円

3億293万円

10億3,244万円

3,554万円

653万円

6,945万円

237万円

161万円

82万円

328万円

3,615万円

1億9,304万円

58億3,331万円

155億3,591万円

歳出

87億7,265万円

21億71万円

7,047万円

18億988万円

1,271万円

2,823万円

2億9,325万円

9億9,952万円

3,476万円

624万円

6,860万円

11万円

2万円

2万円

2万円

3,442万円

1億9,254万円

56億5,150万円

144億2,414万円

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

23年度

11.3％

96.1％

早期健全化墓準

14.42％

19.42％

25.0％

350.0％
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災
害
弔
慰
金
の
支
給
に

関
す
る
条
例
の
改
正

防
災
会
議
条
例
の
一
部
改
正

東
日
本
大
震
災
の
甚
大
さ
等
を

鑑
み
、
他
に
支
給
対
象
者
が
い
な

い
場
合
で
、
死
亡
者
と
同
居
し
、

又
は
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
、

兄
弟
姉
妹
も
支
給
対
象
者
と
す
る

も
の
。

平
成
認
年
３
月
Ⅶ
日
以
陰

菱
害
対
一
象

す
る
も
の
。

災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
町
の
防
災
会
議
条
例
と
災

害
対
策
本
部
条
例
の
一
部
を
改
正

平
成
剖
年
９
月
旧
一
日
施
行

灘

⑬

、 ノ

ノ

／ ､

老
人
医
療
費

助
成
金
廃
止

舵
～
的
歳
の
非
課
税
対
象
者
の

医
療
費
の
助
成
に
つ
い
て
は
、
山

梨
県
単
独
事
業
で
あ
る
助
成
事
業

が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本

町
の
老
人
医
療
費
助
成
金
支
給
条

例
を
廃
止
す
る
も
の
。

平
成
西
年
４
月
１
日
施
行

防災避難訓練

Ｐー

、

幽垂垂遡…、

鰯韓
全国瞬時警報

システムの仕組み

",震需|､､ハ

／

／

ノ

人
権
擁
護
委
員

有
泉
妙
子
氏

市
川
三
郷
町
市
川
大
門

有
泉
順
子
氏

市
川
三
郷
町
中
山

闘畷喧伝運

条例の改正２件・廃止羽件

久
喜

第
２
回
臨
時
会

口
ロ
ロ
ロ

ロ
ロ
ロ
ロ

ロ
ロ
ロ
ロ

ョ
唖
皿

口ロロロロロ

弱:|燕
、 ノ 、 ノ

第
１
回
臨
時
会

淵

、

開
催
平
成
型
年
８
月
加
Ⅱ

談
題
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

六
郷
中
学
校
特
別
教
室
棟
改
築

工
事
請
負
契
約
の
締
結

内
容
１
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
搬
送
拠
点
．

取
付
道
路
に
係
る
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査
饗

２
７
０
万
円

２
、
市
川
大
門
町
民
体
育
館

ト
イ
レ
改
修
工
事
費

８
４
５
万
円

３
、
六
郷
中
学
校
特
別
教
室
棟

改
築
工
事
請
負
契
約

８
６
８
３
５
千
円

契
約
先井

口
工
業
株
式
会
社

◎
採
択

帥
人
以
下
学
級
実
現
、
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
を
図
る

た
め
の
請
願

請
願
人

市
川
三
郷
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会

会
長
丹
沢
一
明

市
川
三
郷
町
市
川
大
門
４
２
０
２

市
川
三
郷
町
公
立
小
中
学
校
長
会

会
長
望
月
裕
一

市
川
三
郷
町
楠
甫
８
２
１

市
川
三
郷
町
公
立
小
中
学
校
教
頭
会

会
長
笠
井
哲
哉

市
川
三
郷
町
楠
甫
１
０
２
３

山
梨
県
教
職
員
組
合
峡
南
支
部

東
部
班

班
長
芦
津
靖
司

富
士
川
町
鰍
沢
１
８
１
６

紹
介
議
貝

笠
井
雄
一

士
屋
恵
三
郎

／

、

内
容

議
題

ノ

、

催

平
成
別
年
７
月
Ⅳ
Ⅱ

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

の
専
決
処
分
（
１
件
）
に
つ
い
て

の
承
認

１
、
農
地
、
農
業
用
施
設
災
害

復
旧
饗

予
算
１
９
９
万
円

２
、
道
路
橋
梁
・
河
川
災
害

復
旧
費
３
７
０
万
円

〆

、

請
願



土木萱

平成24年度

会計補般 計 算

町道維持修繕工事費追加

町内河川水路維持改修工事斐追加

川浦団地空家解体工事謎

上冒』

Ｆ丘。
.

(万円未満は四捨五入）

地方交付税

国庫支出金
県支出金
繰入金

繰越金

諸収入
借入金(町債）

1億791万円

△872万円

2,576万円
388万円

124万円

△150万円

2,880万円

収入支出の補正額は

補正額１億5’750万円

総額83億ａ062万円

収
入
の
お
も
な
内
訳
は

衛生費

~

おもな使いみち

270万円

845万円

教育費

農林水産業豊第１回臨時会

災害復旧費

作業員賃金､機械借上料569万円

企業的農業経営推進支援事業

委託料追加

羽場下地内水路改修工事費

541万円

390万円

ヘリポート取付道路予定地

農林水産業豊

総務費

第２回臨時会

衛生費ドクターヘリ地域救急搬送

拠点取付道路設計委託料

教育謎市川大門町民体育館

トイレ他改修工事費

自然エネルギー有効活用促進

奨励金追加

不活化ポリオワクチン個別接種委託料

ドｸﾀｰヘリ整備事業用地買収饗

1,250万円

1,400万円
188万円

下芦川分校解体工事費

大同地区公民館設計委託料追加

給食センター修繕費追加

衛 星携帯電話購入識他追加962万円

六郷町民会館空調設備

改修工事費更正△672万円

⑰いちがわみさと議会だよ国

弓

644万円

351万円

200万円

民生費

480万円

640万円

840万円

保泉公民館ﾄｲﾚ改修工事雪 96万円



日
６

教
育
雛
馴

』

報告
質疑の一部を
要旨のみ掲載します

平成24年１１月１日発行第29号

問
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
基
地
数

及
び
場
所
は
。

長
達
総
務
課
長
１
ヶ
所
、
下

九
一
色
中
学
校
跡
地
。

問
衛
星
携
帯
電
話
に
関
し
、

想
定
孤
立
集
落
は
。

総
務
課
長
邪
集
落
を
想
定
し

て
い
る
。

F

問
本
庁
舎
の
免
震
構
造
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
は
。

総
務
課
長
通
常
加
年
に
一
度

と
考
え
て
い
る
。
数
年
先
に
実

施
し
た
い
。

間
下
芦
川
分
校
の
解
体
内
容

と
解
体
時
期
は
。

網
倉
教
育
総
務
課
長
平
屋
建
て
、

２
０
８
㎡
・
単
価
㎡
当
た
り
３

万
９
５
６
円
、
予
算
議
決
次
第

執
行
す
る
。

問
夜
間
照
明
等
の
耐
震
化
は
。

小
林
生
涯
学
習
課
長
今
後
対

応
を
検
討
し
て
い
く
。

問
町
内
小
中
学
校
６
校
庭
に

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
が
設
置
さ
れ

て
い
る
が
、
残
り
３
校
の
設
置

計
画
は
。

町
長
大
塚
・
市
川
南
の
２
校

に
つ
い
て
は
、
財
政
計
画
に
あ
り
、

で
き
る
限
り
早
く
設
置
し
た
い
。

問
財
政
健
全
化
指
数
が
示
さ

れ
た
が
、
毎
年
、
財
政
力
指
数

が
下
り
、
自
治
力
を
上
げ
る
こ

と
の
重
要
性
は
。

志
村
財
政
課
長
自
主
財
源
の

確
保
と
、
歳
出
削
減
を
図
っ
て

い
く
。

問
扶
助
費
・
職
員
給
の
上
昇
は
。

総
務
課
長
中
間
層
の
昇
給
が
、

全
体
増
と
推
測
す
る
。

問
Ｊ
Ｒ
市
川
大
門
駅
に
設
置

予
定
の
ボ
ッ
ク
ス
は
。

長
田
政
策
推
進
室
長
本
町
の

７
駅
す
べ
て
が
無
人
化
と
な
り
、

１
ヶ
所
だ
け
で
も
有
人
化
す
る

た
め
、
Ｊ
Ｒ
と
協
議
し
、
町
が

駅
舎
に
人
を
置
く
簡
易
委
託
販

売
形
式
を
検
討
し
、
改
装
す
る
。

ｈ＝

詞＝悪一－一

ト
ｄ
一

問
町
内
に
手
話
通
訳
を
必
要

と
す
る
対
象
者
は
。

青
柳
福
祉
支
援
課
長
聴
覚
障

害
者
手
帳
を
保
持
し
て
い
る
者

は
記
入
、
羽
年
度
通
訳
派
遣
加
入
、

延
べ
、
回
。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
使
用
し
て

い
る
、
旧
保
泉
公
民
館
の
公
民

館
と
し
て
の
位
置
づ
け
は
。

福
祉
支
援
課
長
公
民
館
と
し

て
の
機
能
は
、
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

問
旧
保
泉
公
民
館
の
ト
イ
レ

改
修
費
（
１
０
０
万
円
）
は
、

前
年
度
補
助
対
象
事
業
で
、
な

ぜ
対
応
し
な
か
っ
た
か
。

福
祉
支
援
課
長
補
助
要
綱
に

よ
り
、
限
度
額
を
超
え
た
た
め
。

問
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
整
備
事
業

に
伴
う
、
全
延
長
・
幅
員
は
。

一
瀬
い
き
い
き
健
康
課
長
設

計
段
階
で
何
案
か
検
討
中
。
１

２
０
ｍ
前
後
、
幅
員
５
メ
ー
ト
ル
。

問
子
ど
も
手
当
か
ら
児
童
手

当
に
予
算
組
み
換
え
し
た
が
、

残
額
の
支
払
い
は
。

い
き
い
き
健
康
課
長
当
初
１

年
分
予
算
計
上
し
た
が
、
児
童

手
当
に
変
更
さ
れ
、
２
月
・
３

‐
Ｉ
Ｉ

総
,と

務

ジ

厚
生

ＪＲ市川大門駅

開催日
９/1０

「暁

⑬

q

Ｆ丙

曇／

月
分
を
６
月
に
支
給
す
る
の
で
、

２
ヶ
月
分
を
支
給
し
、
そ
の
時

点
で
精
算
し
た
。

問
南
保
育
所
の
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
理
由
と
、
今
後
の
計
画
は
。

和
田
保
育
課
長
民
家
か
ら
離

れ
て
い
る
場
所
で
盗
難
に
あ
っ

た
た
め
、
状
況
を
見
な
が
ら
他
施

設
へ
の
拡
大
を
考
え
る
。

問
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
決
算
で
、
負
担
金
の
不
用
額
は
。

望
月
町
民
課
長
３
月
補
正
で

対
応
し
た
が
、
最
終
決
定
通
知

が
５
月
に
あ
っ
た
た
め
。

ご’



問
市
川
大
門
地
区
の
ゴ
ミ
集

積
所
は
、
景
観
・
衛
生
上
、
ま
た
、

狭
い
道
路
で
は
、
通
行
の
支
障

に
な
っ
て
い
る
。
町
有
地
や
道

路
敷
・
河
川
敷
等
支
障
の
な
い

場
所
に
少
し
で
も
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
設
置
を
し
た
ら
ど
う
か
。

町
長
高
齢
者
の
搬
出
距
離
の

問
題
も
あ
り
、
都
会
で
も
同
様

な
収
集
方
法
で
行
っ
て
い
る
が
、

今
後
検
討
し
た
い
。

問
地
籍
調
査
全
体
の
完
了
予

定
は
。

産
業
振
興
課
長
市
川
・
六
郷

地
区
は
完
了
。
三
珠
地
区
の
進

捗
率
は
、
７
，
７
％
で
、
平
成

蛤
年
度
の
完
了
を
目
指
す
。

問
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
で
、

太
陽
光
発
電
が
主
流
だ
が
、
小

規
模
水
力
発
電
や
、
ゴ
ミ
焼
却

熱
等
の
利
用
に
対
す
る
考
え
は
。

河
西
生
活
環
境
課
長
太
陽
光

発
電
に
つ
い
て
は
、
公
共
施
設

に
も
計
画
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
方
法
に
つ
い
て
も
、

今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問
青
年
就
業
給
付
金
の
追
加

理
由
は
。

丹
沢
産
業
振
興
課
長
当
初
３

名
分
で
あ
っ
た
が
、
今
年
度
１

名
が
辞
退
し
、
そ
の
後
２
名
が

新
規
就
農
者
に
認
定
さ
れ
、
１

名
分
を
追
加
す
る
も
の
。

問
市
川
小
学
校
か
ら
市
川
中

学
校
の
路
線
検
討
概
略
測
量
調

査
菅
（
の
内
容
は
。

加
藤
建
設
課
長
非
常
に
狭
い

道
路
解
消
の
た
め
、
地
元
の
意

見
を
聞
き
、
路
線
検
討
す
る
。

問
市
川
大
門
上
地
区
の
、
公

共
下
水
道
工
事
の
着
手
時
期
は
。

生
活
環
境
課
長
水
質
障
害
関

係
で
、
早
く
て
も
平
成
別
年
度

以
降
に
な
る
予
定
。 土

木
環
境

ゴミ集積所

《

組
合
塞
餓
会
報
告

峡
南
衛
生
組
合
第
２
回
臨
時
会
８
月
８
日

型
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
１
議
案
は
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。歳

入
は
、
南
部
町
の
可
燃
ご
み
受
け
入
れ
に
伴
う
、
負
担
金
１
千
２

６
１
万
２
千
円
の
追
加
。

歳
出
で
は
、
各
地
区
の
要
望
に
応
え
、
土
壌
検
査
蜜
、
結
果
表
示
を

行
う
屋
外
掲
示
板
設
置
等
、
住
民
の
健
康
に
配
慮
し
た
衛
生
費
と
、
財

政
調
整
基
金
・
積
立
金
の
追
加
。
（
報
告
内
藤
優
）

中
巨
摩
地
区
広
域
事
務
組
合
第
１
回
臨
時
会
６
月
侶
日

型
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
、
鎌
田
川
堤
防
用
地
改
修

に
伴
う
調
停
に
つ
い
て
の
３
件
と
監
査
委
員
の
選
任
の
同
意
、
４
案
件

で
原
案
通
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
施
設
整
備
基
金
か
ら
の
繰
入
金
６
億
円

を
追
加
。
鎌
田
川
調
停
に
係
る
解
決
金
を
追
加
。

ご
み
処
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
で
は
歳
入
は
繰
越
金
の
追
加
、

歳
出
で
は
、
訓
停
に
係
る
弁
護
士
の
報
酬
費
１
０
５
万
円
を
追
加
。

鎌
田
川
堤
防
用
地
改
修
に
伴
う
調
停
で
は
、
県
か
ら
、
億
６
０
０
万

円
の
要
求
に
対
し
、
甲
府
簡
易
裁
判
所
よ
り
６
億
円
の
案
が
示
さ
れ
、

こ
の
調
停
を
受
け
入
れ
る
事
と
し
た
。
（
報
告
小
林
一
史
）

峡
南
広
域
行
政
組
合
第
１
回
臨
時
会
６
月
型
日

一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
、
特
殊
機
械
浴
槽
の
売
買
契
約
締
結
１
件

で
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
で
は
、
歳
入
は
「
町
村
電
算
シ
ス
テ
ム
負
担
金
」
２
６
２

万
５
千
円
、
「
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
」
２
，
２
３
５
万
８
千
円
の
追
加
。

歳
出
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
シ
ス
テ
ム
改
修
・
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル

無
線
実
施
設
計
業
務
委
託
料
。

契
約
締
結
で
は
、
慈
生
園
で
使
用
し
て
い
る
特
殊
機
械
浴
槽
の
入
れ

替
え
に
伴
う
契
約
金
額
８
８
２
万
円
。
（
報
告
井
上
達
雄
）

開催日
９／1２

~

⑨いぢかわみさと議会だよ垣



⑪

一
般
質
問

財政確保のための観光資源の開発を

笠井雄一議員

一四季のまつりを中心に

ＰＲをしている－

問
第
一
次
総
合
計
画
策
定
か

ら
７
年
を
経
過
し
た
が
、
既
存

の
観
光
資
源
の
魅
力
向
上
、
新

し
い
観
光
資
源
開
発
と
と
も
に
、

農
業
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
、

地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
状
況

及
び
具
体
策
は
。

町
長
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

施
策
と
し
て
、
各
地
区
を
代
表

し
た
四
季
の
ま
つ
り
の
開
催
を

町
内
外
へ
、
各
種
団
体
・
公
共

機
関
を
通
し
、
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い

る
。

新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
、

四
尾
連
湖
を
中
心
と
し
た
、
未

整
備
地
を
含
む
登
山
道
コ
ー
ス

を
走
る
、
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン

グ
大
会
の
開
催
を
検
討
し
て
い

る
。
の
っ
ぷ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
大
塚
に
ん
じ
ん
を
使
用
し
た

各
種
商
品
開
発
事
業
・
甘
々
娘
・

大
塚
に
ん
じ
ん
収
穫
祭
へ
の
協

力
を
続
け
、
町
内
の
観
光
拠
点

を
ま
わ
る
移
動
手
段
等
工
夫
し

て
、
都
市
部
と
の
交
流
も
推
進

し
活
性
化
に
努
め
る
。

問
活
性
化
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
は
、
地
域
経
済
活
動
の
活
性

化
対
策
が
必
要
で
あ
る
が
、
地

方
分
権
が
進
む
中
、
財
源
確
保

が
不
可
欠
で
あ
り
、
自
主
財
源

Ｆ二W

問
町
内
に
は
滞
在
交
流
出
来

る
施
設
が
乏
し
く
、
峡
南
北
部

地
域
へ
の
宿
泊
客
は
、
年
間
８

千
人
と
希
少
で
あ
る
。

み
た
ま
の
湯
へ
の
宿
泊
施
設

の
整
備
を
含
め
、
他
の
施
設
・

地
域
と
の
連
携
を
取
り
、
観
光

振
興
を
図
る
こ
と
で
、
雇
用
の

創
出
が
生
ま
れ
、
地
域
の
活
性

化
に
連
な
る
と
思
う
が
。

条
件
整
備
や
、
支
援
活
用
方

策
の
推
進
に
は
、
民
間
投
資
や

ノ
ウ
八
ウ
を
積
極
的
に
活
用
す

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

町
長
各
地
区
か
ら
活
性
化
の

提
言
を
も
ら
い
、
事
業
５
ヶ
年

計
画
に
入
れ
込
む
施
策
を
、
現

在
行
っ
て
い
る
。

確
保
に
寄
与
す
る
、
地
域
産
業

振
興
対
策
を
明
確
に
打
ち
出
す

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
。

町
長
人
口
の
流
出
は
、
峡
南

地
方
の
雇
用
創
出
の
遅
れ
が
一

番
の
原
因
と
思
わ
れ
る
中
で
、

誘
致
企
業
決
定
が
取
り
付
け
ら

れ
た
。近

い
将
来
、
地
方
交
付
金
が

減
少
さ
れ
、
財
政
基
盤
が
非
常

に
難
し
い
時
代
に
な
る
た
め
、

経
済
の
活
性
化
は
重
要
で
あ
る

の
で
、
施
策
を
展
開
し
て
ゆ
く
。

地
域
と
連
携
し
た
観
光
振
興

を
含
め
た
、
ま
ち
づ
く
り
を
す

る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
模
索

し
て
い
る
。

み
た
ま
の
湯
周
辺
へ
の
集
客
・

宿
泊
施
設
に
つ
い
て
は
、
農
振

除
外
が
可
能
か
ど
う
か
、
総
事

業
費
そ
の
他
を
含
め
検
討
中
。

ﾛマー

ＦＱ

みたまの湯
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問
問
題
点
は
医
師
の
確
保
に

あ
る
。
現
在
い
る
医
師
が
そ
の

ま
ま
在
籍
す
る
か
心
配
だ
が
。

町
長
問
題
点
は
、
指
摘
を
し

て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
角
度
で
細

か
い
と
こ
ろ
の
詰
め
を
し
て
い

る
。 問

県
医
務
課
主
導
の
町
立
病

院
と
鰍
沢
病
院
合
併
は
、
医
療

面
だ
け
で
な
く
、
財
政
面
か
ら

も
悔
い
を
残
す
、
合
併
問
題
に

対
す
る
方
針
は
。

町
長
両
病
院
の
一
体
的
な
経

営
を
仮
定
し
医
療
提
供
体
制
が

強
化
さ
れ
黒
字
に
転
換
す
る
と

し
て
い
る
。
町
立
病
院
は
兜
年

経
過
し
、
老
朽
化
が
進
ん
で
お

り
建
て
替
え
を
考
え
て
い
る
。

病
院
整
備
に
向
け
、
最
善
の
選

択
を
し
て
い
く
。

病
院
の
合
併
問
題
に
対
す
る
柳
長
剛
方
顎
彦

ｌ
最
善
の
選
択
を
し
て
い
く
Ｉ

教
育
委
員
長
地
元
の
中
学
が

学
力
向
上
す
る
事
に
よ
っ
て
、

市
川
高
校
へ
多
く
の
生
徒
が
進

学
で
き
る
よ
う
に
考
え
る
。

教
育
長
町
内
の
生
徒
が
進
学

を
選
択
す
る
環
境
づ
く
り
が
大

切
で
あ
る
。

問
市
川
高
校
存
続
の
た
め
に
、

町
の
対
策
は
。

町
長
市
川
高
校
自
身
の
魅
力

あ
る
高
校
へ
の
努
力
が
大
切
で

あ
る
。
町
、
教
育
委
員
会
と
し

て
も
十
分
な
取
り
組
み
を
し
た

問
地
域
医
療
再
生
墓
金
は
、

町
立
病
院
に
使
っ
て
欲
し
い
お

金
だ
と
考
え
る
が
。

町
長
鰍
沢
病
院
が
今
の
ま
ま

残
れ
ば
町
立
で
使
え
る
。
医
大
、

県
と
の
関
係
を
大
事
に
し
最
善

策
で
町
立
病
院
が
残
れ
ば
と
思

い
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ｖミ
Ｃ

~

問
大
塚
地
区
工
業
団
地
で
の

大
量
の
廃
棄
物
が
見
つ
か
っ
た

問
題
で
の
県
、
町
の
取
り
組
み

の
経
過
は
。

町
長
県
か
ら
の
報
告
も
頂
け

る
と
思
う
、
誘
致
企
業
に
対
し

て
は
６
月
別
日
に
東
京
本
社
を

訪
問
し
て
来
た
。

問
保
育
所
、
小
中
学
校
へ
の

非
常
食
の
備
蓄
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

町
長
必
要
最
低
限
の
食
料
を

備
蓄
し
て
い
く
。

問
市
川
大
門
駅
か
ら
、
町
立

病
院
へ
の
踏
切
の
新
設
を
。

町
長
安
全
の
観
点
か
ら
困
難

と
な
っ
て
い
る
。
粘
り
強
く
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
県
の
道
路
整
備
計
画
の
見

直
し
に
よ
る
本
町
の
都
市
計
画

道
路
へ
の
影
響
と
対
策
は
。

町
長
本
町
の
実
情
に
合
っ
た

都
市
計
画
道
路
網
の
見
直
し
や

再
編
を
検
討
し
て
い
く
。

Ｆ可

＝

駅構内

⑪いちかわみさと議会だより

蕊
一一

『
塁

一

一
一
■

一

、

鶏雲雲謹雲雲

篭
＝

葛

LIL



'１－

｜
Ｌ

Ｌ

本庁舎備蓄品

ー＝

AEDの設置数．保守点検状況は!！

~－

市川朝嗣議員

一名言果で点検確認している－’
一

Ⅲ1咽

問
自
動
体
外
式
除
細
動
器
Ａ

Ｅ
Ｄ
は
、
心
肺
停
止
時
、
除
細

時
、
心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を

与
え
、
初
期
効
果
に
優
れ
、
救

命
率
が
高
い
機
器
で
あ
る
、
本

町
の
設
置
数
は
。

町
長
平
成
旧
年
度
よ
り
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
導
入
設
置
し
、
小
中
学

校
に
Ⅲ
台
、
本
庁
舎
及
び
支
所

に
３
台
、
社
会
体
育
施
設
に
３

台
、
公
民
館
施
設
に
７
台
、
保

育
所
に
５
台
、
つ
む
ぎ
の
湯
に

１
台
で
合
計
羽
施
設
に
羽
台
を

設
置
し
て
あ
る
。

戸巳

ＡＥＤ講習会

問
防
災
訓
練
も
終
り
、
防
災
・

減
災
へ
の
意
識
も
高
ま
っ
て
い

る
中
で
、
町
の
防
災
備
蓄
品
の

種
類
、
数
量
は
。

町
長
ア
ル
フ
ァ
ー
米
３
万
９
，

１
５
０
食
分
、
乾
パ
ン
－
、
５

０
０
食
分
、
飲
料
水
２
リ
ッ
ト

ル
用
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ー
万
８
，

０
９
４
本
、
小
児
用
・
大
人
用

お
む
つ
２
万
１
，
４
５
０
枚
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
５
０
０

箱
、
簡
易
ト
イ
レ
別
基
、
そ
の

他
投
光
器
・
テ
ン
ト
・
バ
ー
ル
・

ス
コ
ッ
プ
・
ハ
ン
マ
ー
等
の
機

材
、
多
種
多
様
に
わ
た
り
釣
種

類
。 問

保
守
点
検
状
況
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

町
長
リ
ー
ス
形
態
の
も
の
と

リ
ー
ス
終
了
の
も
の
、
い
ず
れ

の
場
合
も
ユ
ー
ザ
ー
の
点
検
で

あ
り
、
各
課
に
お
い
て
、
バ
ッ

テ
リ
ー
と
パ
ッ
ド
の
有
効
期
限

が
２
年
で
あ
り
、
機
器
が
正
常

に
作
動
し
て
い
る
か
を
確
認
し

て
い
る
。
ま
た
職
員
の
使
用
研

修
を
年
２
回
行
っ
て
い
る
。

問
各
家
庭
で
の
備
蓄
を
促
進

す
る
Ｐ
Ｒ
活
動
は
。

町
長
防
災
区
長
会
・
各
区
・

組
の
総
会
時
の
出
前
講
座
、
広

問
目
的
と
す
る
備
蓄
量
は
。

町
長
食
糧
・
水
等
は
想
定
避

難
所
生
活
者
の
３
日
分
の
食
料

を
必
要
量
と
し
て
い
る
。

〆｡

型

『

一Ｊ窃噂一一

毎肉に二コ
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国
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一
一
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皇

皇
一

一厘
口
園
唾
睦
岬
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蜂＆
Ｌ 匡 吏然水

利

顕

報
掲
載
等
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
⑫

じ
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

二
言２９

問
衛
星
携
帯
電
話
の
通
話
訓
第

練
は
行
っ
て
い
る
か
。

行琴
元

町
長
防
災
訓
練
時
に
行
っ
て
旧月

い
る
。

年２４成平
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問
高
齢
者
が
い
き
い
き
と
作

っ
た
も
の
、
障
害
者
の
就
労
支

援
で
の
生
産
し
た
も
の
な
ど
の

販
売
の
検
討
は
。

問
昨
年
阻
月
に
土
木
環
境
委

員
会
質
問
が
出
た
が
、
そ
の
時

協
議
中
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ

た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は

丹
沢
産
業
振
興
課
長
現
在
町

内
に
２
ケ
所
の
直
売
所
が
あ
り

そ
の
調
整
に
時
間
が
か
か
っ
た
。

運
営
に
つ
い
て
は
農
協
を
主
体

に
計
画
を
練
っ
て
い
る
。

問
休
憩
、
情
報
、
連
携
、
防
災

と
４
つ
の
機
能
を
持
ち
、
魅
力
あ

ふ
れ
る
情
報
発
信
の
拠
点
と
な
る
。

道
の
駅
建
設
の
計
画
は
。

町
長
地
域
の
連
携
を
主
体
に

直
売
所
を
計
画
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。 ｌ

地
域
の
連
携
を
主
体
に
直
売
所
を
計
画
し
た
い
Ｉ

「
道
の
駅
」
建
設
で
町
の
活
性
化
を

問
緊
急
性
の
高

い
災
害
。
非
難
情

報
を
一
斉
送
信
で

き
る
「
エ
リ
ア
メ

ー
ル
」
、
「
緊
急
速
報

メ
ー
ル
」
の
活
用
を
。

町
長
対
応
を
検

討
し
、
利
用
に
向

け
鋭
意
努
力
し
て

行
く
。

ｌ
ル
で
配
信
す
る
、
メ

ー
ビ
ス
の
導
入
計
画
は
。

町
長
利
用
時
に

菅
（
用
が
発
生
す
る
が
、

広
報
や
、
町
Ｈ
Ｐ

を
通
じ
て
情
報
発

信
に
つ
い
て
も
前

向
き
に
検
討
し
て

行
く
。

問
防
犯
・
防
災
情
報
を
Ｅ
メ

ー
ル
で
配
信
す
る
、
メ
ー
ル
サ

町
長
農
協
、
商
工
会
の
協
力

を
得
て
、
何
と
か
実
現
し
た
い
。

『
４

三＝ ＝ｰ4－１

宮
崎
博
巳
議
員

みたまの湯直売所

問
災
害
時
・
ラ
ジ
オ
に
よ
る

情
報
伝
達
、
災
害
Ｆ
Ｍ
局
開
局

に
つ
い
て
。

町
長
現
状
開
局
は
し
て
い
な

い
、
開
局
に
は
多
額
の
費
用
と

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
か
か
る
。

原
則
と
し
て
県
を
通
じ
、
放
送

局
へ
依
頼
す
る
も
の
、
緊
急
時

に
は
直
接
放
送
局
町
長
が
依
頼

出
来
る
事
に
な
っ
て
お
り
、
こ

Ｆ可

問
や
ま
な
し
善
ら
し
ネ
ッ
ト

の
利
用
、
活
用
は
。

長
達
総
務
課
長
現
状
は
時
間

が
か
か
り
瞬
時
に
は
出
来
な
い
、

エ
リ
ア
メ
ー
ル
だ
け
は
国
、
気

象
庁
の
も
の
と
か
み
合
わ
せ
な

が
ら
や
っ
て
行
き
た
い
。

〆 、

ｰウ
Ｌ－●

④ 零

P地宙感知

熱
鱗

6Ｈｚ画

fＫ

零

詮越曾、8覇

謹難
識開下惑い

劃圃撃倒罵肥

（~W軸厨幽t*垂Ｌ１
の方:星凸心辱ｻ偶
へ竃エルてく麓､い

ばＴ7門）

読阜旭員逼侃

.L:討て地目阿宏』

協いZＭ１に画凡て
く梧巳い【ぽぬFFD

陣や

、

Ｉ

一

一通‘－し

れ
を
利
用
す
る
事
は
可
能
。

エリアメール
セ ン タ ー蕊

⑮いぢかわみさと議会だより

ー

国や地方公共団体

災害･選鮒情閥

ノ

被災の恐れのあるエリアに一斉配信

･携祷電話の全画面にボップ

アップ表示し頚する

･緊急地理速報､駕波警報

および､災害･避媛悩報は、

それぞれ異なる専用警告音で、
お知らせし談或

･受侶メールボックスに専用
アイコン表示で保存され誤爽

露角地阿諏罰 空:痔電ａｎ郡声.識塞樗顎

※画面はイメージ※面面はイメージ※面面はイメージ
です．です．です．

環亀地買漣何

．竜:討てl調阿宏、

限Ｗｘｎ世
ぐ霜銚０１ｋ

‐喧・

ｑ■ＺｚｎＵ１

詮塑官、8天

謹難
謡箭下惑い

ご動ｆ,

醐聞軍国罵稲

9尻嘩tな王い
k､｡R･dz等ｻ偶

路;f‘い

－．２｡



､死､

般
質
間

ロ顕

『…‐ 可

●

財
陥
・

一
《
赫
蝿
》
》

中山間地域総合整備事業の終結は
三神貞雄議員

一地権者、推進委員会と協議し
取り組みを図る－
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問
大
塚
第
１
工
区
、
中
山
間

地
域
総
合
整
備
事
業
は
、
実
施

後
約
加
年
が
経
過
す
る
が
、
事

業
終
結
の
確
認
が
で
き
な
い
、

登
記
事
務
の
進
展
は
。

町
長
推
進
委
員
の
意
向
に
よ

り
、
地
権
者
全
員
の
同
意
を
得

て
か
ら
作
業
に
入
る
こ
と
と
な

っ
て
い
た
。

現
在
も
埋
名
中
、
２
名
か
ら

同
意
が
得
ら
れ
ず
、
い
ま
だ
未

登
記
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。

問
地
権
者
の
中
に
は
世
代
も

変
わ
り
、
今
も
農
地
に
な
ら
な

問
区
画
整
理
に
よ
る
、
土
地

面
積
の
増
減
に
対
す
る
、
金
額

の
受
け
取
り
、
支
払
状
況
は
。

町
長
区
画
整
理
に
よ
る
土
地

の
増
減
に
対
す
る
金
額
の
受
払

に
つ
い
て
も
、
換
地
処
分
登
記

を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
現
在
も
金
銭
の
精
算
が
行

わ
れ
て
い
な
い
。

三
珠
地
区
の
中
山
間
地
総
合

整
備
事
業
は
、
平
成
弱
年
度
に

事
業
完
了
と
な
る
の
で
、
再
度
、

地
権
者
へ
の
お
願
い
と
、
推
進

委
員
会
と
も
協
議
し
、
清
算
金

の
徴
収
・
交
付
を
進
め
て
い
く

よ
う
考
え
て
い
る
。

F，

問
中
山
間
地
総
合
整
備
事
業

は
、
農
家
や
、
農
業
者
が
理
想

的
に
農
業
を
営
め
る
よ
う
、
国

の
施
策
と
し
て
行
う
事
業
だ
と

思
う
が
。

町
長
中
山
間
地
総
合
整
備
事

業
の
目
的
は
、
農
家
・
農
業
者

が
理
想
的
な
農
業
を
営
め
る
よ

う
に
と
い
う
こ
と
も
目
的
の
一

つ
で
あ
る
。

中
山
間
地
は
、
傾
斜
地
が
多

い
と
い
っ
た
地
形
特
性
等
か
ら
、

農
業
生
産
条
件
が
不
利
な
状
況

に
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
中
山
間

地
域
の
立
地
条
件
を
生
か
し
た

農
業
と
、
活
力
あ
る
農
村
づ
く

り
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
併

せ
て
地
域
に
お
け
る
定
住
促
進
、

国
土
・
環
境
の
保
全
等
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

い
土
地
も
あ
る
が
、
そ
の
対
応

は
。町

長
工
事
後
も
不
具
合
が
生

じ
て
い
る
農
地
に
つ
い
て
は
、

毎
年
補
完
工
事
を
実
施
し
、
そ

の
解
消
に
努
め
て
い
る
。

事
業
完
了
年
度
も
間
近
と
な

っ
て
い
る
の
で
、
し
っ
か
り
と
補
完

工
事
を
行
い
、
良
好
な
農
地
と
な

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
農
家
に
お
い
て
は
、
日
中

田
畑
で
の
作
業
が
多
く
、
大
塚

上
河
原
地
域
は
防
災
行
政
無
線

が
間
こ
え
な
い
た
め
、
設
置
が

必
要
と
思
う
が
。

町
長
町
民
か
ら
放
送
が
聞
き

づ
ら
い
等
連
絡
が
あ
れ
ば
す
ぐ

fー

画
【

垣『
一

大塚第１Ｔ反同場整備
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Ｑ
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マ
・
琴
一
一

ひ
７

平成24年１１月１日発行第29号

■

■

調
査
を
実
施
し
、
聞
け
る
状
態
⑭

を
保
っ
て
い
る
。

当
該
地
区
に
お
い
て
も
緊
急
喝２

情
報
を
知
ら
せ
る
た
め
、
専
門
第

的
調
査
を
行
っ
て
い
く
。
篭行

ー

』Ｌ

旭

自舞壷淫園覇



け
る
制
度
に
な
っ
て
い
な
い
事
に
反
対
す
る
。

（
賛
成
）
笠
井
雄
一
議
員

老
老
介
護
や
認
知
症
問
題
等
課
題
が
山

積
し
て
お
り
、
本
町
で
は
、
地
域
包
括
セ
ン
タ

ー
を
中
心
に
、
認
知
症
対
策
や
、
高
齢
者
虐

待
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
て

の
、
取
り
組
み
や
、
運
動
機
能
向
上
教
室
等

予
防
事
業
に
力
を
入
れ
努
力
し
て
い
る
。

Ｆ可

審 議結果 ■
平
成
調
年
度

国
民
侭
康
保
険
特
別
会
計
演
算
認
定

（
反
対
）
｜
瀬
正
議
員

国
民
健
康
保
険
は
、
国
民
に
医
療
を
保

障
す
る
制
度
で
あ
り
、
人
権
や
命
を
脅
か

す
事
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
払
い
た
く

て
も
払
え
な
い
町
民
の
た
め
に
、
足
を
、

■
平
蔵
詔
年
度
一
般
会
計
渓
算
認
定

（
反
対
）
｜
瀬
正
議
員

町
道
宮
原
一
本
松
線
は
、
幾
度
と
な
く
予

算
計
上
さ
れ
、
更
正
さ
れ
た
。
３
月
ｎ
日
に

現
地
調
査
と
説
明
を
受
け
た
が
、
利
益
に
な

る
事
業
か
疑
問
で
あ
り
、
反
対
す
る
。

（
賛
成
）
笠
井
雄
一
議
員

町
道
宮
原
一
本
松
広
場
線
新
設
改
良
事

業
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
、
地
域
の
発
展

に
欠
か
す
こ
と
が
出
来
な
い
道
路
で
あ
り
、

地
域
に
貢
献
し
て
い
る
。

む
中
、
高
齢
者
の
医
療
を
守
る
た
め
、
こ
の
制

度
を
堅
持
し
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
努
め
て
行
く
事
が
大
切
で
あ
る
。

討成
調
年
度
■
平
逮
調
年
度
立
場
か
ら
反
対
す
る
。
涯

一
民
侭
康
保
険
特
別
会
計
演
算
認
定
介
護
保
険
特
別
会
計
演
算
認
室
（
賛
成
）
笠
井
雄
一
議
員
（

（
反
対
）
｜
瀬
正
議
員
（
反
対
）
一
瀬
正
議
員
現
在
、
高
齢
者
医
療
制
度
改
革
会
議
に
圭

民
健
康
保
険
は
、
国
民
に
医
療
を
保
保
険
料
は
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
も
、
お
い
て
、
高
齢
者
の
た
め
の
新
た
な
医
療
制
ノ

る
制
度
で
あ
り
、
人
権
や
命
を
脅
か
介
護
を
受
け
る
時
は
高
額
の
負
担
と
な
る
。
度
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
が
、
国
会
が
混
迷
蕊

が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
払
い
た
く
施
設
利
用
に
は
難
題
が
多
く
あ
り
、
介
護
を
す
る
中
、
事
実
上
の
棚
上
げ
と
な
っ
た
。
新
ｚ

払
え
な
い
町
民
の
た
め
に
、
足
を
、
受
け
る
人
、
介
護
す
る
人
、
そ
の
人
々
を
助
制
度
が
発
足
す
る
ま
で
少
子
高
齢
化
が
進
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致
致
致
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致
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一
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結
認
恥
耐
礁
耐
峨
峨
Ⅷ
耐
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珊
耐
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識
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費
め
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》
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恥
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２
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冊
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》
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》
》
蹄
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論
（
賛
成
胴
・
反
対
１
）

運
ん
で
相
談
に
の
る
事
が
必
要
、
国
の
悪

政
の
も
と
最
大
限
行
政
の
努
力
を
求
め
反

対
す
る
。

（
一
貢
成
）
笠
井
雄
一
議
員

確
か
に
医
療
費
は
増
え
続
け
て
い
る
。
ま

た
国
庫
負
担
率
等
の
縮
小
が
経
営
に
影
響

を
、
与
え
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

本
町
で
は
平
成
理
年
度
に
税
率
改
正
に

よ
り
加
入
者
へ
の
負
担
を
求
め
た
。
財
政
基

金
を
活
用
し
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
加
入
者
の
負

担
増
と
な
ら
ぬ
よ
う
務
め
て
き
た
。
県
内
に

お
け
る
一
人
当
た
り
の
保
険
税
額
も
下
位
で

あ
る
。
ま
た
、
不
足
す
る
財
源
に
は
繰
入
金

を
投
入
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
評
価

す
る
。

Ｆ可

■
平
威
詔
華
一
厘

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
渓
算
認
定

（
反
対
）
｜
瀬
正
議
員

年
齢
に
よ
り
、
医
療
の
サ
ー
ビ
ス
を
差
別

す
る
制
度
は
廃
止
し
、
高
齢
者
が
安
心
し
て

医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

後
期
尚
齢
者
医
療
保
険
制
度
に
反
対
す
る

立
場
か
ら
反
対
す
る
。

（
賛
成
）
笠
井
雄
一
議
員

現
在
、
高
齢
者
医
療
制
度
改
革
会
議
に

お
い
て
、
高
齢
者
の
た
め
の
新
た
な
医
療
制

度
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
が
、
国
会
が
混
迷

す
る
中
、
事
実
上
の
棚
上
げ
と
な
っ
た
・
新

制
度
が
発
足
す
る
ま
で
少
子
高
齢
化
が
進

玖
致
数
致
致
致
致

一
一
多
一
一
一
一

云
会
成
会
会
会
会

王
全
賛
全
全
全
全

依
決
定
声
疋
定
決
任

即
可
認
認
認
可
適

議会傍聴にお出かけください

次回定例会は１２月に予定されています。

傍聴の定員
本会議３０人委員会各８人

園
市
川
三
郷
町
老
人
医
療
費
助
感
釜

支
給
乗
例
廃
止

（
反
対
）
一
瀬
正
議
員

山
梨
県
単
独
で
行
っ
た
鍋
歳
か
ら
的
歳

ま
で
の
医
療
費
を
無
料
化
し
た
先
進
的
な

施
策
で
あ
っ
た
が
県
の
制
度
の
廃
止
に
伴

い
、
町
も
廃
止
す
る
も
の
。
年
金
で
暮
ら

し
て
い
る
人
は
３
割
負
担
に
な
る
。
国
民

を
苦
し
め
る
政
治
の
下
で
は
、
住
民
は
安

心
し
て
暮
ら
せ
な
い
。

（
賛
成
）
川
崎
充
朗
議
員

県
が
廃
止
す
る
事
で
あ
り
、
こ
の
制
度

を
継
続
す
れ
ば
、
負
担
割
合
が
低
い
「
逆

転
現
象
」
が
起
き
世
代
間
で
給
付
と
負
担

の
不
公
平
感
が
生
ま
れ
る
。
町
単
独
で
の

実
施
は
、
事
業
饗
が
倍
増
す
る
だ
け
で
な

く
、
事
務
が
煩
雑
化
し
事
業
本
体
以
外
の

費
用
も
か
か
り
、
単
独
で
の
実
施
は
見
送

る
べ
き
と
の
判
断
に
よ
る
。

⑮い言かおみ童と議会だよ国

」

－ベ〆

審議 結 果

◆９月定例会の傍聴実績(のべ人数）
本会議１２人委員会３人

●会議録検索システム利用件数
１月から９月まで８，８５２件

◆お問い合わせ

議会事務局ＴＥＬＯ５５－２７２－１１０Ｂ
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富士貝儒言所の子ど毛だち！
今年度は､33名の園児と６名の職員で､｢誰とでも笑顔であいさつをしよう」

｢よく見て聞いて考える子になろう」を年間目標にして､毎日元気いっぱい

色々な活動に励んでいます。

年長組になると、｢和太鼓｣に取り組みます｡小さな友だちが､その練習の様子
を見たり聴いたり、また応援するなかで､日毎に上手になってきました｡町の老

人健康施設や敬老会では和太鼓演奏を披露して､たくさんの拍手をいただき、

喜ばれるなどして子どもたちは､自信につながったかと思います。

又､２階は､いきいき健康課の管轄のもと､子育て支援センター｢友優｣があり、

小さな友だちや小学生と触れあう機会があり、成長の過程のなかでよい刺激と
なっています。

これからも､子どもたちが心身ともに健康で､すぐすぐ大きく育っていくこ
とを願っています。
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議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
笠
井
雄
一

副
委
員
長
土
屋
恵
三
郎

委
員
市
川
朝
嗣

一

一
一
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感#〈ﾀ震

ず傷

有宮川市
泉崎 崎川

博充朝
希巳朗嗣

．！｢亀

一

記
録
的
な
猛
暑
日
が
続
く

な
か
、
第
３
回
９
月
定
例
会

が
開
催
さ
れ
、
議
長
・
副
議
長
．

各
常
任
委
員
会
の
委
員
の
改

選
が
行
わ
れ
、
新
体
制
が
決
っ

た
議
会
で
し
た
。

地
方
分
権
の
流
れ
の
中
で
、

議
会
基
本
条
例
の
策
定
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

４
年
に
一
度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
．

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
無
事
に
終

わ
り
、
あ
ら
た
な
感
動
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

議
会
も
総
合
力
で
活
動
を

わ
か
り
や
す
く
、
読
み
や
す
い

「
議
会
だ
よ
り
」
発
行
に
心
が

け
努
め
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
議
会
広
報
モ

ニ
タ
ー
様
の
ご
指
導
．
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

（
記
有
泉
）

↓《

ム

一
》

富士見の年長組!！

息昌

■里


